
● 定額給付金のお知らせ
● 美浜はあとふる商品券の発行
● 振り込め詐欺にご注意
● あおなみ保育園が完成
● 第3回「美浜を詠う短歌コンクール」入選作品
● 町の環境問題への取り組み №459
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申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
　

 

で
は
、
国
が
定
め
た
定
額
給
付  

　
　

 

金
事
業
を
受
け
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
本
当
に
必
要
と
す
る
時
期
に
、

安
全･

確
実
に
給
付
す
る
た
め
、
3
月

3
日
か
ら
県
内
市
町
に
先
駆
け
申
請

書
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

3
月
8
日
に
は
、
各
区
長･

民
生
委

員
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
高
齢

者
の
方
な
ど
に
配
慮
し
た
集
落
受
付

を
開
設
し
、
こ
れ
ま
で
全
体
の
9
割

と
な
る
約
３
，３
０
０
件(

3
月
16
日
現

在)

を
受
理
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
9
月
3
日(

木)

ま
で
に
役
場
窓

口
若
し
く
は
、
郵
送
に
よ
り
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
定
額
給
付
金
の
使
用
に
あ

た
っ
て
は
、
地
元
で
の
お
買
い
物
や

お
食
事
に
お
使
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

町

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

定
額
給
付
金
事
務
室 

☎
32-

６
７
６
７

定
額
給
付
金
の

役場での申請

　次のうち、いずれか1点
・運転免許証　　・住民基本台帳カード(顔写真付)
・旅券　　　　　・健康保険証　　・年金手帳
・福祉手帳　　　・戦傷病者手帳　・身体障害者手帳
・母子健康手帳　・外国人登録証明書
・官公庁がその職員に発行した身分証明書
・公の機関の発行した資格証明書(電気工事士免状等)等

　通帳またはキャッシュカード
＊口座番号を誤ると、支給が遅れます。必ず口座確認
　できるものをご持参ください。

④印鑑

お持ちいただくもの

申請期限
3月3日(火)～9月3日(木)
午前8時30分～午後5時30分
＊土曜日･日曜日･祝日は除きます。

①申請書
　申請日、世帯主の氏名、住所、電話番号など必要
事項を記入してください。

②本人確認書類

③口座確認できるもの

　認印(代理申請の場合は、別に世帯主の印鑑も必要)

郵送での申請

提出書類

郵送先

　次のうち、いずれか１点のコピー
・運転免許証　　　・住民基本台帳カード(顔写真付)
・健康保険証　　　・年金手帳
・福祉手帳　　　　・戦傷病者手帳
・身体障害者手帳　・母子健康手帳
・外国人登録証明書
・官公庁がその職員に発行した身分証明書
・公の機関の発行した資格証明書(電気工事士免状等)等

　通帳の見開きページ(口座名義(フリガナ)、口座番
号が分かるページ)またはキャッシュカードのコピー
＊口座番号を誤ると支給が遅れます。必ず通帳のコ
ピーを添付してください。

〒919-1192　美浜町郷市25-25
美浜町役場　定額給付金事務室 宛
※9月3日消印有効

①申請書
　申請日、世帯主の氏名、住所、電話番号、受取方法
など必要事項を記入してください。

②本人確認書類

③口座確認書類

確
認
書
類
を
忘
れ
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

役
場
窓
口
で
は
、
職
員
が
本
人
確

認
と
口
座
確
認
を
し
、
申
請
書
を
受

理
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
受
付
す
る

中
で
、
特
に
口
座
を
確
認
す
る「
通

帳
」や「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」が
な

い
た
め
に
、
記
載
事
項
を
確
認
で
き

ず
、
一
旦
自
宅
に
取
り
に
帰
っ
て
い

た
だ
く
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
郵
送
で
の
受
付
で
も
同
様

に
、
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
の
添
付
忘

れ
に
よ
り
、
受
理
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
申
請
さ
れ
る
方
は
、
確

認
書
類
を
忘
れ
な
い
よ
う
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
終
了
日
は
、
平
成
21
年
9
月
3
日(

木)

で
す
。
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(

※
1)

　

平
成
14
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
17
年
4
月
1
日

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
第
2
子
以
降
の
児
童

　
　

  

で
は
、
多
子
世
帯
の
子
育
て
負
担
に

　
　

 

対
す
る
支
援
策
と
し
て
、
第
2
子

以
降
の
児
童(

※
1)

1
人
あ
た
り
に
つ
き

3
万
6
千
円
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

申
請
手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
、
9
月
3
日
ま
で
に
役
場
窓
口
、
若
し

く
は
郵
送
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
手
当
は
平
成
20
年
度
限
り

の
措
置
と
し
て
、
1
回
の
み
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

国
町
内
に
対
象
と
な
る
子
ど
も
が
い

て
第
1
子
が
別
居
し
て
い
る
場
合

は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
21
年
2
月
1
日
を
基
準

日
と
し
、
対
象
と
な
る
世
帯
へ
申
請
書
を

送
付
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
基
準
日
の
段
階
で
対
象

と
な
る
児
童
の
兄･

姉(

平
成
2
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童)

が
町
外
で
お
住

ま
い
の
場
合(

別
居
し
て
い
る
場
合)

は
、

申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

該
当
と
な
る
世
帯
の
方
は
、
町
健
康
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当

※
お
問
い
合
わ
せ
先

 

町
健
康
福
祉
課 

☎
32-

６
７
０
４

の

申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

「美浜はあとふる商品券」

　

国
の
定
額
給
付
金
事
業
に
合
わ
せ
、
町
で
は
、
わ
か
さ
東
商
工
会
と
美
浜
町
商
工
振
興
会
と
連
携
し
、
地
域
消
費
の

拡
大
を
図
る
た
め
、
4
月
1
日
か
ら
2
割
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
「
美
浜
は
あ
と
ふ
る
商
品
券
」を
発
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
法
で
定
め
ら
れ
た「
火
災
警
報
器
」の
設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

地
域
経
済
を
元
気
に
す
る
た
め
の
2
つ
の
取
り
組
み

「火災警報器」

　

美
浜
は
あ
と
ふ
る
商
品
券
は
、
1
セ
ッ
ト
６
，０
０
０
円

(

１
枚
６
０
０
円
の
10
枚
綴
り)
が
５
，０
０
０
円
で
買
え
る

お
得
な
商
品
券
で
す
。

　

定
額
給
付
金
を
申
請
さ
れ
た
方
に
、
町
か
ら
の
振
込
通

知
書
と
と
も
に「
商
品
券
購
入
券
」を
世
帯
人
数
分
同
封
し

ま
す
の
で
、
商
品
券
販
売
所
で
購
入
し
、
町
内
の
取
扱
加

盟
店
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
取
扱
加
盟
店
は
、
新
聞

折
り
込
み
と
町
の
行
政
チ
ャ
ン
ネ

ル(

４
ch)

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
購
入
限
度

　

1
人
あ
た
り
1
セ
ッ
ト
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
5
人
家
族
の

場
合
は
、
5
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
で

き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

わ
か
さ
東
商
工
会
美
浜
支
所

 

☎
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□
販
売
期
間

  

4
月
1
日(

水)

～
6
月
30
日(
火)

□
有
効
期
間

  

4
月
1
日(

水)

～
9
月
30
日(

水)

販売店 営業時間 休業日

わかさ東商工会
美浜支所 8:30～17:30

土･日･祝日
※4月の土･日は、9:00～ 
　　17:00まで販売

Aコープ美浜店 10:00～18:00 なし
JAみはま東支店 9:00～16:00 土･日･祝日
菅浜生活協同組合 8:00～18:30 なし
ニューポート 8:30～17:30 日･祝日

□ 販売店

　

火
災
警
報
器
は
、
消
防
法
の
規
定
に
よ
り
新
築･

既
存
住

宅
を
問
わ
ず
、
平
成
23
年
6
月
1
日
ま
で
に
設
置
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
、
警
報
器
の
設
置
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
工
事

費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
工
事
費
に
は
、
警
報
器
本
体
か
ら
設
置･

調
整
に

至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
工
事

は
、
6
月
1
日(

月)

か
ら
7
月
31
日(

金)

ま
で
の
期
間
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

□
対
象

　

一
般
住
宅(

1
世
帯
1
回
限
り)

□
助
成
金

・
1
個
設
置　

３
，０
０
０
円

・
2
個
設
置　

５
，０
０
０
円

・
3
個
以
上　

８
，０
０
０
円

□
対
象
機
種

　

煙
感
知
式
、
熱
感
知
式
の
い
ず
れ

も
対
象
と
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

美
浜
町
商
工
振
興
会☎

32-

３
１
２
２

□
受
付
期
間

　

4
月
1
日(

水)

～
5
月
29
日(

金)

設置数 工事費(本体を含む) 助成金 個人負担額

1 個 7,500円 3,000円 4,500円

2 個 16,500円 5,000円 11,500円

3 個 24,000円 8,000円 16,000円

4 個 30,000円 8,000円 22,000円

5 個 37,000円 8,000円 29,000円

□
対
象
外

▽
自
ら
火
災
警
報
器
を
購
入
し
設
置

　

す
る
場
合

▽
ホ
テ
ル･

旅
館･

民
宿･

事
務
所･

借
家

　

集
合
住
宅(

ア
パ
ー
ト･

マ
ン
シ
ョ
ン)

限定

100 戸

限定
7,000
セット
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振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！

振
り
込
め
詐
欺
の
撲
滅
に
向
け
て
﹁
敦
賀
地
区
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
を
設
立

振
り
込
め
詐
欺
の
種
類
と
手
口

県
内
の
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
状
況

　

振
り
込
め
詐
欺
に
よ
る
県
内
の
被

害
件
数
は
、
前
年
に
比
べ
て
著
し
く

増
加
し
て
い
ま
す(

表
1

　･

　

2)

。
ま

た
、
幅
広
い
年
齢
層
で
被
害
に
あ
っ

て
い
ま
す(

表
3)

。
特
に
今
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、
被
害
件
数
7
件
の
う
ち

中
年
層
を
狙
っ
た
架
空
請

求
詐
欺
が
6
件
を
占
め

て
お
り
、
被
害
金
額
も

１
千
40
万
に
及
ん
で
い
ま

す
。

振
　
　
　

り
込
め
詐
欺
に
は
「
オ
レ
オ

　
　

  

レ
詐
欺
」
「
架
空
請
求
詐
欺
」

「
融
資
保
証
金
詐
欺
」
「
還
付
金
等

請
求
詐
欺
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
人

の
善
意
や
弱
み
な
ど
に
付
け
込
ん
だ

還付金等詐欺

期　間 件数 被害金額

平成20年1月～2月 4件 180万円

平成21年1月～2月 7件 1,120万円

比　較 3件 940万円

家族や警察官を装い、交通
事故の示談金、借金返済な
どと称して現金をだましと
るもの

有料サイト使用料の未払い
などを口実にハガキやメー
ルを送り、架空の使用料を
だましとるもの

架空の融資話を持ちかけて
「保証金」名目の現金をだ
ましとるもの

税務署や社会保険事務所など
公的機関をかたり、還付に必
要な手続きとしてATMを操
作させて現金を振り込ませる
もの

振
り
込
め
詐
欺
撲
滅

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立

　

こ
の
よ
う
に
、
最
近
増
え
て
い
る

振
込
め
詐
欺
被
害
を
抑
止
す
る
た
め

に
、
敦
賀
警
察
署
で
は
、
管
内
の
自

治
体
や
防
犯
隊･

老
人
会
な
ど
の
関
係

団
体
と
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
の
関
係
機
関
に
よ
る

「
敦
賀
地
区
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
各
団

体
や
機
関
が
振
り
込
め
詐
欺
に
関
す

る
情
報
を
共
有
し
、
お
互
い
に
連
携

を
図
り
な
が
ら
効
果
的
な
取
り
組
み

や
啓
発
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

不
審
な
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
ハ

ガ
キ
や
電
話
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

や
、
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察

署
ま
た
は
町
住
民
安
全
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

オレオレ詐欺

架空請求詐欺

融資保証金詐欺

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
警
察
署　
　

 

☎
25-

０
１
１
０

　

町
住
民
安
全
課　

 

☎
32-

６
７
０
３

(表2)2か月間の発生状況
期　間 件数 被害金額

平成19年 41件 4,460万円

平成20年 56件 7,750万円

比　較 15件 3,290万円

(表1)1年間の発生状況

種類と内容

などを口実にハガキやメー
ルを送り、架空の使用料を

架空の融資話を持ちかけて
「保証金」名目の現金をだ

税務署や社会保険事務所など

有料サイト使用料の未払い
などを口実にハガキやメー
ルを送り、架空の使用料を

架空の融資話を持ちかけて
「保証金」名目の現金をだ

税務署や社会保険事務所など

有料サイト使用料の未払い
などを口実にハガキやメー
有料サイト使用料の未払い
などを口実にハガキやメー
ルを送り、架空の使用料を
などを口実にハガキやメー
ルを送り、架空の使用料を
などを口実にハガキやメー
ルを送り、架空の使用料を
などを口実にハガキやメー
有料サイト使用料の未払い
などを口実にハガキやメー
ルを送り、架空の使用料をルを送り、架空の使用料を

有料サイト使用料の未払い
などを口実にハガキやメーなどを口実にハガキやメー
ルを送り、架空の使用料を
などを口実にハガキやメー
ルを送り、架空の使用料を
などを口実にハガキやメー
ルを送り、架空の使用料をルを送り、架空の使用料を

有料サイト使用料の未払い
などを口実にハガキやメー
ルを送り、架空の使用料を

詐欺の種類 ～39 40代 50代 60代 70～ 合計

オレオレ詐欺 2 4 4 10

架空請求詐欺 10 3 4 17

融資保証金詐欺 6 3 7 6 22

還付金等詐欺 2 5 7

合　計 16 6 15 15 4 56

(表3)県内の年齢別被害件数(平成20年中)

悪
質
な
犯
罪
で
す
。

　

最
近
で
は
、
定
額
給
付
金
事
業
な

ど
を
悪
用
し
た
り
、
宅
配
便
で
送
金

さ
せ
た
り
な
ど
、
常
に
新
し
い
手
口

の
振
り
込
め
詐
欺
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

・事前に「携帯番号が変わっ
　た」と連絡する
・警察官等をかたり自宅を
　訪問してキャッシュカー
　ドをだまし取る

・職業紹介を装って保証金
　を請求する
・債権が暴力団に渡ったと
　いって不安がらせる

・担保としてキャッシュ　
　カードなどを送らせる
・犯人が被害者の口座に少
　額を振り込み安心させる

・連絡先をフリーダイヤル
　(0120)にして信用させる

最近の手口

　

定
額
給
付
金
に
関
し
て
、
町
や
総

務
省
な
ど
が
手
数
料
な
ど
の
振
り
込

み
を
求
め
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ(

現
金
自
動

預
払
機)

の
操
作
な
ど
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
連
絡
が
あ
っ
た
場
合

は
、
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


